
森林組合サービス有限会社
FBG Dienstleistung GmbH
ニーダーザクセン州

• 2011年設立

• 組織系統―地区組合連合（Ober FBG）4組合―単位組合（FBG）19組
合、組合員5,700名、組合管轄面積9万5,000ha

• 木材の買取販売（例外としてナラ大径材は市売りのような形。その
際は手数料収入（10€/m3））

• 立木買い（バイエルンのように値段が出る材ではなく、マツが中心な
ので。税制の関係である）

• 取扱量：36万5,000m3（2012年）、マツ83%、トウヒ・ダグラス10%、
ナラ・ブナ2%

• 100％自己資金（単位組合からの出資）

• 土場での仕訳は、樹種、径級、長さ、質が重要。収入が最大となる
ように幹材・梱包用材・製紙用（Indus.Holz）へ仕分ける（Forster⇒請
負業者へ指示）

• 販売契約は3か月ごと。以前は1年、6か月ごとであった。契約期間
が短くなってきた（木材産業の輸出産業化にともなう木材価格変動
の短期化）
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小規模な林業経営と大規模な木材加工業を結びつける３つのポイント

ポイント１：木材販売の組織化による価格交渉力の強化と木材集荷力の強化。これにより安定供給に責任を果たすことで取引先との
信頼関係の醸成につながる。
ポイント２：地域密着型の森林技術者による森林所有者との信頼関係の構築。持続的な森林経営と木材生産の両立につながる。
ポイント３：林業連合の取引量拡大（とくに買取り販売）にともないリスク管理が必要となる。
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地域に密着した
森林技術者

林業連合

大規模製材工場
などの木材加工業

・森林の状況の把握
・森林所有者への普及・
指導、組織化

・価格、取引量の交渉
・供給量と品質の確保
・木材運搬の手配・管理

リスクの
軽減

小規模な
森林所有者

小量・分散・
間断的な生産

規模拡大
寡占化

・木材共同販売組織の
有限会社化

・第三者による木材検寸
作業の監督

木材の安定供給
による川上と川下
の信頼関係の醸成

物の流れ 情報の流れ参考となるポイント

原木消費量
30万㎥/年

原木消費量
100万㎥/年



まとめ
• 林業連合の設立は、製材業のいっそうの生産集
中を示している
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木材販売の
大口化を図る
林業連合の
設立

製材業のいっ
そうの生産集
中・寡占化

個々の森
林組合で
は大口化
が不十分

• 木材取引の大口化＝流通過程の協同化が

ドイツの林業での協同化の特徴
団地化や施業集約化
など生産過程の協同化に重
点をおいてきた

↓
今後、流通過程の協同化が必要

生産過程は個別林家
択伐的・小面積皆伐

↓

流通過程の協同化
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ご清聴ありがとうございました

写真：トウヒ林（バイエルン州）
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